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櫥 

張
輿
：生

_

;
の
：行
福

'で
あ
：る
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す
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あ
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ず
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‘從
，
.つ
.：
，て
、資

本_

的
苒
生
産
は
次
第

0

其
の
規
模
を
擴
大
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
，ネ
を 

逆
に

'言
.へ
ば

「

蓄
稹

S

は
畢
竟
、資
本
が
襄
翁
的

k

»
大
：3

れ
た
：規

«

?:
.以
て

w

^

_

3

n

x
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^
'{c
他

.な
，.ら
.：

g
/
訪
.
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R
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程
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單
な
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循
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程

た
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第

十

二

號

1!1四

ず
’正

^

資
本
の
蔷
積
行
程
ミ
し
て
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。

我
々
は

1
先
づ
資
本
の
此
の
循
環
行
程
を
念
頭

^

置
，い
て
、此
の
現
象
を

'社
#
の
年
生
產
の

.方

.商
か
ら
觀
察
し
や
ぅ
。

' 

*

.
マ
,
 
'
.
ク
ス

は

言

ふ

、
「

年

生

產

は

，：先

づ

、
.一
.
年

間
R

消
費
さ
れ

.た
資
本
の
物
的
成
分

?:
'.同
復
す
可 

き
一
切
の
對
象
<使
用
價
値

?

供
給
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら

g」

<f
S

七)

。

此

の

こ

ヾ」

は
-t
f

c
 

會
の
年
生
產
は
先
づ

•其

の

年

度

內

の

生

產

：
の

爲

め
R

必
要

X

せ
る
生
產
機
關
の
消
耗
部
分
、及 

び
勞

働
者
の
生
活
資
料
部
分
を
囘
復
す
可
き
で
あ
る
ヾ

」

い
ふ
事

?:
意
呔
し
て
居
る
。

3

て
是 

.等
^
部
分
を
控
除
し
て
後
に
殘
る
も
の
は
何
か
。
を
れ
は
餘
剩
價
値
の

存
在

形
態
た
る
純
生 

產
物
で
あ
ぅ
、餘
剩

.生
產
物
で
あ
る
。
然
ら
ば
此
の
餘
剩
生
.產
物
は
如
何
な
る
も
の
か
ら
成
立 

つ
；て
居
る
か
。

餘
剩
生
產
物
の
中

^

は
、資
本
家
階
級
の
欲
望
や
願
望
を
充
足
す
る
に

®

殳
つ 

諸
種
，の
物
が
含
ま
れ
て
居
る
こ

V
J

は
疑
ふ
餘
地
が
な

い。

而
し
て
是
等
の

も

の
^

即
ち
資
本 

家
階
級
の
消
费
の
內
容
を

.
形
作

.つ
て
居
る
。
だ
が
餘
剩
生
産
物
が
若
し
も
是
等
の
物
の
み
か 

ら
.成
る

ど

す
れ
ば

fi
剩
價
値
な
る
も
の
は
餘
す
處
.'な
く
資
本
家
の
革
樂
の

爲

め

^

消
费

3

れ 

セ
了
つ
て
、資
本

.の
，蓄

稹

の

行

は
れ
や
う
が
な

S
.

替
で
あ
る
。

併
し
蓄

«

の
行
は
れ
る
た
め
に
は
、餘
.剩
生
產
物
の
一
部
を
資
本
に
轉
化
せ
し
む
る
こ
ど
が 

必
耍
な
の
で
あ
る
.。

で
は
資
本

R

轉
化
せ
し
め
得
る
も
の

•ど
は

^

何
な
る
.も
の
で
，あ
る
か
。
 

そ
れ
ば

^

IK
の
行
は
れ
ざ
る
限
夂

」

勞
働
行
程

^

利
用
し
得
る
如
さ
も
の
即
ち
生
產
機
關
ビ
、

1!
1 

^

勞
働
者

.

.の
生
存

^

役
立
ち
得
る
如
さ
も
の
即
ち
生

®

資
料

，
V

R

'限A
X
V

れV
®

る
。
故

§

 

?

vv
ふ
事
が
考
へ
ら
れ
る
限
へ
餘
剩
生
產
物
を

*

成
：す
る
も
の
は
，資
本
家
階

'級
の
欲

M

充 

延
に
役
立
つ
：も
の
：以
外
に
此
の
ニ

 

.つ
の
も
の
、即
，ち

'努
働
，行

.程

^

役
立
つ
可
き
生
產

■機
，
ど
勞 

破
者
の
生
存
に
役
立
ぃ
つ

1

生
活
資
：料

V

で
あ
る

0「

一
言
以
つ
で
蔽
へ
ば
、餘
剩

ff
l

ff
i

な
る
も 

の
’は
、を
れ

?:
價
'値
ビ
す
る
所
の
餘
剩
生
産
物
が
、新
た
な
る

.資
本
'の
物
的
成
分
を
豫
め
含
.む
限 

々

R

於
て
の
み
資
本
に
轉
化

S

れ
得
る
の
で
あ
る

」

cll
o

。
.

.

併
：じ
又

•餘
剩
生
產
物
.が
新
た
な

る

，

資
本
の
物
的
成
兮
邶
ち
如
上
の
生
產
機
關
及
び
生
活
資 

料
を
含
ん
：で
居
た
所
で
，今
れ
だ
け
で
は
未
だ
資
本
ど
し

.て
作
用
.し
得
な
い

ど
い

ふ
#

を
知」

ら 

な
く

て
は

な
ら

.g
。

何
故
か

ど
い

ふ
に
、是
等

.
の

.物

的

成

分5:
ば
事

.實
上
資
本

^

じ
て

作
用
せ 

し
む

^

.爲

め

R-
Vは
、
之
k

適
應
し

.た

.追
加
勞
働
政
必
要
.だ
か

ら
で
わ
る
。

而
し
て
此
.の
場

合、
旣 

仏
.使
用
，
中

の
勞
働
者

R

對
す
る
權

取
が
、
外

延
的

(

時

^-

的
??
も
內
包
的

(

能
率
的

)

k
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資
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理
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.
喂
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轼
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卿

な
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い
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^

，
此
#

追

取

的

勞.働

カ

ー

はI

:
何

蟑
^

亦
.資

本

、
制.生
.產

.其

れ
.

靖

の

機

構̂

依

つ

：
て

：
處

现
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i
れ
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居

る

：
。

ビ
.彼
.：は
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後

：
述

ず
.る
.如

く
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資
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本
 

制
#

積
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：
行

程..k
於
そ
、常
匕
蓄
積
の
槓

#
.た
る

」

過
刺
努

«

人
卩
が
生
：
.み
.出

3

れ
つ
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>
‘
ぁ

る

事
 

を
指

.摘
し

'て
'
@「

る

：0

で
.あ
.る
。
;..

斯
く
て
年
々
の
生
産
に
；於
け
る
、餘

.剩
價
値
の
，1

部

を

資

本

化

す

る

；
た

め

の

物

的

條

件

は

’
總
 

て
具
へ
ら
れ
て
居
る
。
生

.產
規
模
櫥
大
の

.
た
め

.に
'利
用

.せ
'ら
.れ
る

'
生
：
.填
機

_

^
華
產

.

0
櫥
大 

ド
隨

#

す

る

追

加

勞

働

の

：
た

め

の

：
生

：活

資

料

ぶ

..年

々

の

餘

剩

生

缉

物

の

巾

た

€
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め

：ら_

れ
、追
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®

勞

働

其

れ

自

體
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不w
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ず
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.過
：剩

勞

働

人

ロ
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ょ

つ
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傲
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れ
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る

。
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餘
乘
價
値
の

-
資
本
化
は
完
成

さ

n

w
生
產
の
規
猶
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；
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論
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マA
.

ク
ス
は

「

資
本
論

」

第
.
.

I

卷

ド

於
.て
、餘

剩

價

値

：
の

，生

產

を

說

明

し
‘
*

る

，
後

、
其

：
の

.
第

七

_

に 

'於
セ
.」

餘
剩
偾
値
の
資
本
化
及
び

'資

本

，
制

，
蓄

積

の

.
一
.般

.的

法

則

を

_

じ

*

隹

に

賽

本

の

原

始

的
 

:蓄

積

.の

說

明R

及
ん
で
居
る
。

我
.々
は
典

_

の
，
.：
此
.較
的
最

*

の
部
分

^

於
て
、前
述
せ

Z 

.資
本
蓄
積
.の
槪

f

括
的
說
明
を
見
出
す

0

併
じ
乍
ら
、此
編
の
中

'心
を

.
®
す

所

の「

第
ー
ー
十
2

章

» 

.本

制
'
:蓄

積

の
.1

般

的

法

則」

：

で
..

硏

究

'
ヌ

れ

て

.居

る

の:位
、資

本

制

蓄

_

其̂

_
體

，
，
の

：
詳

細
^

分

：
析
 

:

で
は
な
く
て
、

「

資
本
の
增
太
が
勞
働
者
階
級
の
蓮
命
奶

.及
，
ぼ

す

影

響」
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第
十
s
 

0
L.

最

も

重
要
な
る
因
子
ど
な
つ

て

居
る
所
の
資
本
の

組
成
、及

び

そ

れ

が

蓄

積
行
程
の

進
〒
中
に 

受
け
る
變
化

R

就
て
ヾ
あ
る

(

註 

一
0)

。
.
資
本
の
循
環

I

.蓄
積
の

' 
行

程

、
即

ち

資

本

の

：
流

通

行

程
 

»

の
' も

の
K

就
て
は

*

「

ょ

i

.
ち
入

' つ
た
分
折
は
本
書
第
一
ニ
部

(

第 

一一
t

k
讓

I

言
明

さ

れ
て 

0

る
s

-T
一
 )

。

3

れ
ば
佘
も
亦
硏
究
の
便
宜
^

®

一

 

卷
に
於
け
る
此
の
部
分
を
姑
く
保

®

し
、
 

雜
二
卷

R
:於
け

.る
マ
,

ク

ス
の
資
本
落
積
の
說
明
か
ら
始
め
る
乙

i

ic
し
.や
ぅ

。

.

「

資
本
論

」

第
ニ
卷
は
總
て

.
資
本
の

'流
通

.行
程
の
說
明

^

常
て
ら
：れ
て
居
る
。

而
し
て
其
の

® 

後
の
一
章
即
ち
第
二
十
一
章
は

「
蓄
積
並
び

^

櫥
張

W

生
產

」

ど
題

.
3
れ
、
s

k
資
本
の
蓄
積
行
程 

に
關
す
'る
表
式
的
說
明
が

：

與
へ
ら
：れ
て
居
る
。

此
の
表
式
的
說
明
は
周
知
の
如
く
、爾
後
常

 ̂

問
題
の
中
心

V」

な
つ
て
居
る
所
の

4

の
で
あ
る

j

先
づ
此
の
表
式
の
解
說
か
ら
筆
を
進
め
や 

ぅ(

餌

.一」

ー、

マ\

ク
ス
の
擗
張
弭
生
產
丨
蓄
積
の
表
式
は
次
の
如
く
で
あ
る

®
 

一
 

5
。

第
一
年
度
即
ち
蓄
積
の
發
，
考

式

、

I. 

-4000 c 
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C
m
J

I 

(

第

I
'

部
門

c
l
)

は
常

^

生
産
手
段

(
F
m
)

の
生
產
、第一
一
部

.門

(
I
I
)

は
消
費
手
段

(
K
m
)

の
：生
産
を 

、示
：す
。

C

は
不
變
資
本

、> 

は
可
變
資
本
、

11
1

は
餘
剩
價
値
、尙
餘
剩

.價
値
率
+

は
雨
部
門
共 

}

1
0
0寒

ビ

假
定

5

れ
て
居
る
。
數
字
の
單
位
は
常

^

價
値
量
を
表
は
す

)

。

“

て
、擴

張

洱

生

產

の

、行

は
.れ
る
た
め

k

は
、第

I
,

年
度

R

m
ff
i

s
れ
た
分
量
ょ

6

も
ょ

6

多 

く
の
分
悬
の
生
產
手
段
が
、次
年
度
の
生
産

^

使
用

^

る
ゝ
爲
め
、豫
め
第
一
年
度
^
於
て
生
産 

れ
て
居
る
事
を
必

.要
ど
す
る
。

k

言
せ
ば

&

畲
全

.體

0

上

k

生
じ
た
餘
剩
«
値
の
全
部
が 

雜
て
消
费
手
段
た
る
形
態

R

具
體
化

3

る
、
事
な
く
、其
の
一

.部
が

.生
'產
手
段
た
る

pr
さ
形
態 

R

具
fi
t

化

3

れ
て
居
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
即

.ち
右

.
の
例
に
，於
て

.

.は
、第
一

.年
'度

K

使
用
^
れ 

た
.生
•產
手
段
は
、第

一

部
門
及
び
第

.一

一

部

門

をa

じ
て

■總

計

g
o
o
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蓄
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的
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；
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；
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；
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又
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す
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あ
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述
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述
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。
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